
亜鉛メッキ鋼板の加工性の特徴

種 類 原 板 の 加 工 性 めっき層の加工性 総 合 評 価

電 気 亜 鉛
めっき鋼板

Zn

使用原板の機械的性質
はめっき工程より前の
工程で付与されます。
めっき工程では熱影響
を受けないため熱延鋼
板，冷延鋼板と同等の
加工性をもっていま
す。

展延性の優れた純亜鉛層を持
ち，脆弱な鉄・亜鉛合金層が
なく，めっき層がはく離する
ことはありません。 熱延鋼板，冷延鋼板と

同等の加工性をもって
います。

Zn-Ni 系
Zn-Fe 系

合金めっきですが，パウダリ
ング（下記参照），金型への
ビルトアップはほとんどあり
ません。

溶 融
亜鉛めっき
鋼 板

非合金化

使用原板は一般にめっ
きライン内の連続焼純
で機械的性質が付与さ
れます。めんのライン
内の連続焼純は短時間
での過熱，冷却とな
り，本来の工程を通っ
た熱延鋼板，冷延鋼板
に比べ加工性が劣りま
す。
高級な原板を使用する
か，特殊な処理を施し
た加工性の良い材料も
製造されています。

表面は展延性の優れた純亜鉛
層です。原板との境界面に
沿って薄い鉄・亜鉛合金層が
ありますが，その組成と厚さ
は厳しく管理されめっき層が
はく離することはありません。

一般品は熱延鋼板，冷
延鋼板に比べ若干加工
性が劣りますが特注品
としては，加工性の良
いものが製造されてい
ます。

合 金 化

表面まで良質な鉄・亜鉛合金
層が形成していますが純亜鉛
層に比べ硬く，展延性が劣る
ため厳しい加工を受けると微
細なキレツが入ったり合金層
が微粉となることがあります
（この現象をパウダリングと
呼ぶ）。

パウダリング等によ
り，非合金タイプに比
べ若干加工性が劣りま
す。しかし，実用上問
題になることは殆どあ
りません。

電気亜鉛メッキ鋼板 酸洗鉄板

寸 法
厚さ�×幅�×長さ�

１枚重量
（�）

梱包当
り数量

梱包当
り重量

寸 法
厚さ�×幅�×長さ�

１枚重量
（�）

梱包当
り数量

梱包当
り重量

１．０t×１２１９×２４３８
１．２t×１２１９×２４３８
１．６t×９１４×１８２９
１．６t×１２１９×２４３８
１．６t×１５２４×３０４８
２．３t×９１４×１８２９
２．３t×１２１９×２４３８
２．３t×１５２４×３０４８
３．２t×９１４×１８２９
３．２t×１２１９×２４３８

２３．３
２８．０
２１．０
３７．４
５８．４
３０．２
５３．７
８３．９
４２．０
７４．７

８６
７１
９５
５４
３４
６６
３７
２４
４８
２７

２，００４
１，９８８
１，９９５
２，０２０
１，９８６
１，９９３
１，９８７
２，０１４
２，０１６
２，０１７

１．６t×９１４×１８２９
１．６t×１２１９×２４３８
１．６t×１５２４×３０４８
２．３t×９１４×１８２９
２．３t×９１４×２１３４
２．３t×１２１９×２４３８
２．３t×１５２４×３０４８
３．２t×９１４×１８２９
３．２t×１２１９×２４３８

２１．０
３７．３
５８．３
３０．２
３５．２
５３．７
８３．９
４２．０
７４．７

９５
５４
３４
６６
５７
３７
２４
４８
２７

１，９９５
２，０１４
１，９８２
１，９９３
２，００６
１，９８７
２，０１４
２，０１６
２，０１７

溶融亜鉛メッキ鋼板

寸 法
厚さ�×幅�×長さ�

１枚重量
（�）

梱包当
り数量

梱包当
り重量

１．６ t×１２１９×２１３４
１．６ t×１２１９×２４３８
１．６ t×１２１９×３０４８
１．６ t×１２１９×４０００
１．６ t×１５２４×３０４８
２．３ t×９１４×１８２９
２．３ t×１２１９×２１３４
２．３ t×１２１９×２４３８
２．３ t×１２１９×３０４８

３３．１
３７．９
４７．３
６２．１
５９．２
３０．２
４７．４
５４．２
６７．８

６１
５４
４３
３３
３４
６６
４３
３７
３０

２，０１９
２，０４７
２，０３４
２，０４９
２，０１３
１，９９３
２，０３８
２，００５
２，０３４

―３３―


